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玲
ひ
が
し

清
剛
の
主
な
政
治
活
動
報
告

７

月

～

９

月

９

月

１４

日

９

月

１７

日

～

１８

日

９

月

２５

日

・
２８

日

～

３０

日

１０

月

１

日

～

２

日

１０

月

６

日

～

７

日

１０

月

９

日

ロ
コ
モ
予
防
推
進
検
討
委
員
会

（
７
回
）

自
治
体
改
革
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
会
議

あ
な
た
の
そ
ば
で
県
議
会

（大
隅
）

木
材
輸
出
戦
略
協
議
会

離
島
行
政
視
察

（奄
美

・
沖
永
良
部
）

新
任
議
員
研
修
会

（東
京

・
砂
防
会
館
）

日
置
市
総
合
防
災
訓
練
視
察

（日
吉
）

東
北
行
政
視
察

（青
森

・
岩
手
）

薩
摩
日
置
鉄
砲
隊
設
立
総
会

県
政
調
査
会

県
議
会
本
会
議

（開
会
）

代
表
質
問

一
般
質
問

（
２９
日
東

清
剛
一
般
質
問
）

肥
薩
オ
レ
ン
ジ
鉄
道
活
性
化
議
員
連
盟

離
島
振
興
議
員
連
盟

伝
統
工
芸
品
議
員
連
盟

常
任
委
員
会

（企
画
部
）

鹿
児
島
市
鼓
川
町
法
面
崩
壊
現
場
視
察

文
化
振
興
議
員
連
盟

常
任
委
員
会

（土
木
部
）

地
方
創
生
総
合
戦
略
等
特
別
委
員
会

県
議
会
本
会
議

（閉
会
）

J

幸
′）

８
月
２５
日
に
、
台
風
１５
号
が
強
い

勢
力
を
保
っ
た
ま
ま
、
東
シ
ナ
海
を

北
上
し
九
州
を
直
撃
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
内
に
お
き
ま
し
て
も
、

停
電
が
長
く
続
き
農
業
関
係
等
に
、

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

ま
た
、

９
月
９
日
か
ら
１０
日
に

わ
た
り
北
関
東

・
東
北
地
方
に
お
き
ま

し
て
、
台
風
１８
号
等
に
よ
る
記
録
的

な
豪
雨
の
影
響
で
、
河
川
が
氾
濫
し
、

建
物
の
倒
壊
や
浸
水

・
冠
水
被
害
が
で

ま
し
た
。

こ
の
記
録
的
な
豪
雨
災
害
が
原
因

で
、
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
方
に
、
謹
ん

で
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
被
災
さ
れ
た
皆
様
方
に
、
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、　
一
日
も

早
い
復
旧
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
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岬東 碧副 :助く J嘔動く J枚

９
月
２９
日

東

清
剛

県
議
会
に
て
初
の

一
般
質
問

健
扇
尾
小
学
校
最
後
の
運
動
会

運
動
会
の
様
子

各自治会の敬老会にて 夏祭りで飛び入り参加 し

「桜島」を熱唱

纂 tl:難11.,デ書

歩道に流れる漏水の現場確認

即 改善いたしました。

事
野
集
落
に
て
県
政
報
告

轟轟11■ 1,1讐

鰺

一

〓
，

■
一

県道291号線にロー ドミラーを設置



９

月

県

議

会

が

９

月

１４

日

～

１０

月

９

日

ま

で

（
２６
日
間
）開
か
れ
、
東
清
剛
が
９
月
２９
日
に
正
々

堂
々
と
元
気
よ
く
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
足
元
の
悪
い
中
た
く
さ
ん
の
鹿
児
島
県
議
会
傍
聴

に
て
頂
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
気
を
引
き
締
め

て
県
民
ｏ日
置
市
の
為
に
頑
張
つ
て
お
り
ま
す
。

質
問
事
項
に
つ
い
て
、
大
き
な
柱
９
項
目
の
内
容
で
直

面
し
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

◆

一
般
質
問

【受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ
い
て
】

〈質
問
〉
受
動
喫
煙
防
止
対
策
で
、
鹿
児
島
県
に
お
け
る

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
人
ロ
ー０
万
人
当
た
り
の
死
亡
者
数
に

つ
い
てこ

と
。
た
ば

，」の
煙
を
主
と
す
る
有
害
物
質
を
　
】

保
健
福
祉
部
長

厚
生
労
働
省
・人
口
動
態
統
計
調
査
よ
り
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
の
人
ロ
ー０
万
人
当
た
り
の
死
亡
者
数
は
、

本
県
２
０
，
７
人
全
国
は
１
２
．
９
人
で
、
死
亡
率
は

全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位

〈質
問
〉
全
国
で
の
受
動
喫
煙
に
よ
る
死
亡
者
数
の

現
状
と
、
本
県
に
お
け
る
受
動
喫
煙
防
止
に
関
る

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

保
健
福
祉
部
長

受
動
喫
煙
に
よ
る
死
亡
者
数
に
関
す
る
統
計
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
国
で
年
間
約
６
，
８
０
０
人
と
推
測

し
て
い
る
。
県
で
は
対
策
と
し
て
、
禁
煙
週
間
・管
理
者

等
に
対
す
る
普
及
啓
発
を
行
い
、
昨
年
３
月
か
ら

全
面
禁
煙
に
取
り
組
む
飲
食
店
等
を
「た
ば
ン」の
な
い

お
店
」に
登
録
す
る
制
度
を
開
始
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

通
じ
て
県
民
の
方
々
に
情
報
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

◆
【飲
酒
運
転
と
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
現
状
と
課
題
】

〈質
問
〉
飲
酒
運
転
の
規
制
の
面
で
の
対
策
は
、
次
々
と

法
律
改
定
さ
れ
て
い
る
が
、
飲
酒
運
転
の
違
反
者

の
中
に
は
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
患
者
が
多
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
５
年
間
に
お
け
る
、
飲
酒

運
転
の
検
挙
者
数
と
飲
酒
運
転
が
関
係
す
る
交
通

事
故
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

警
察
本
部
長

飲
酒
運
転
関
連
の
人
身
事
故
件
数
過
去
５
年
間

の
検
挙
者
数
は
、
５
０
６
件
発
生
。
本
年
８
月
末
現
在

で
は
、

６３
件
の
発
生
。
ユ則
年
同
期
に
比
べ
て
１３
件

増
加

〈質
問
〉
県
警
で
実
地
し
て
い
る
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
疑
い
が
あ
る
者
に
対
す
る
、
飲
酒
運
転
防
止

対
策
に
つ
い
て

警
察
本
部
長

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の
程
度
を
自
覚
さ
せ
る
為
の

飲
酒
取
消
講
習
の
実
施

〈質
問
〉
本
県
に
お
け
る
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

保
健
福
祉
部
長

県
で
は
、
精
神
保
健
セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
に

お
い
て
飲
酒
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発

や
、
相
談
事
業
・自
助
グ
ル
ー
プ
等
の
育
成
・支
援

を
行
っ
て
い
る

◆
【鹿
児
島
県
・農
業
の
将
来
像
に
つ
い
て
】

〈質
問
〉
鹿
児
島
県
の
農
家
戸
数
の
推
移
と
担
い

手
の
確
保

・
育
成
に
つ
い
て

鹿
児
島
県
知
事

平
成
２２
年
で
、
４
５
。
８
５
二
月
。
平
成
１７
年
と

比
較
す
る
と
１６
％
の
減
少
。
青
年
就
農
給
付
金

を
活
用
し
た
、
新
規
就
農
者
の
確
保
ｏ定
着
・農

業
所
得
を
目
指
す
認
定
農
業
者
制
度
の
推
進
。

〈質
問
〉
薬
用
作
物
は
、
可
能
性
が
高
い
作
物
で

将
来
的
に
栽
培
面
積
が
、
増
え
て
い
く
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
鹿
児
島
県
に
お
け
る

薬
用
作
物
の
状
況
ど
取
り
組
み
に
つ
い
て

農
政
部
長

関
係
市
町
の
担
当
者
を
集
め
た
意
見
交
換
・

国
と
関
係
業
界
が
行
う
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
技
術

支
援
の
た
め
の
相
談
窓
日
の
設
置
に
取
り
組
ん
で

い
る



警
【肉
用
牛
振
興
対
策
に
つ
い
て
】

〈質
問
〉
県
内
に
お
い
て
、
実
施
し
て
い
る
繁
殖
牛
の

増
頭
の
取
り
組
み
と
小
規
模
農
家
や
高
齢
農
家
へ
の

支
援
対
策
は
、
ど
の
様
な
も
の
が
あ
る
か

農
政
部
長

県
内
各
地
の
農
協
や
市
町
村
等
が
主
体
と
な
つ
て

２３
の
ヘル
パ
ー
組
合
を
組
織
し
、
飼
養
管
理
や

子
牛
競
り
市
出
荷
の
代
行
削
蹄
等
の
作
業
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る

繁
殖
雌
牛
を
農
家
に
貸
し
つ
け
る
家
畜
導
入
事
業
・

増
頭
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
る
国
の
奨
励
金
制
度
の

活
用
等
の
促
進

畿
【肉
用
牛
の
損
耗
防
止
に
つ
い
て
】

〈質
問
〉
県
内
に
お
け
る
肉
用
牛
の
死
亡
・
廃
用
の
要
因
の

状
況
と
家
畜
疾
病
の
原
因
究
明
に
必
要
な
検
査
機
器
の

設
備
状
況
に
つ
い
て

農
政
部
長

肉
用
牛
の
死
亡
や
廃
用
の
主
な
原
因
、
①
胎
児
や
子
牛

で
は
、
妊
娠
中
の
死
産
・流
産
・陽
炎
・胃
腸
炎
等
に
よ
る

消
化
器
病
等
②
繁
殖
雌
牛
や
肥
育
牛
で
は
、
心
不
全
・

胃
に
ガ
ス
が
た
ま
る
鼓
張
症
・肺
炎
等
と
な
つ
て
い
る

家
畜
保
健
衛
生
所
で
は
、
家
畜
の
健
康
状
態
の
把
握
、

死
亡
原
因
の
究
明
の
為
の
検
査
を
行
う
と
共
に
、
疾
病

予
測
の
為
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
の
対
応
を
し
て
い
る

血
液
検
査
を
行
う
為
の
、
自
動
血
球
計
数
機
・

寄
生
虫
や
細
菌
な
ど
の
検
査
の
為
の
顕
微
鏡
や
培
養
装
置
、

疾
病
の
感
染
状
況
を
調
べ
る
為
の
抗
体
検
査
に
必
要
な
抗
体

測
定
装
置
な
ど
各
種
の
検
査
機
器
を
整
備
し
て
お
り
、

よ
り
精
密
な
検
査
を
要
す
る
場
合
は
、
鹿
児
島
中
央
家
畜

保
健
衛
生
所
が
対
応
し
、
検
査
に
必
要
な
電
子
顕
微
鏡
や

遺
伝
子
検
査
装
置
、
生
化
学
自
動
分
析
装
置
な
ど
高
度
な

検
査
機
器
を
整
備
し
て
い
る

警
【防
災
面
に
お
け
る
外
国
人
も
含
め
た
観
光
客
対
応
に
つ
い
て
】

〈質
問
〉
地
域
防
災
計
画
の
中
で
、
観
光
客
に
向
け
た

取
り
組
み
は
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
内
容
は
、

予
測
さ
れ
る
外
国
人
観
光
客
の
災
害
時
の
安
全
確
保
を

ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か

危
機
管
理
局
長

関
係
市
町
村
や
観
光
施
設
管
理
者
に
対
し
、
防
災
対
策
の

徹
底
・周
知
を
要
請
し
、
防
災
関
係
機
関
と
連
携
し
た
観
光
客

の
安
全
確
保
に
取
り
組
む

本
年
１
月
に
鹿
児
島
市
と
共
催
で
、
初
め
て
外
国
人
参
加

に
よ
る
桜
島
火
山
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。
外
国
人
の
避
難

誘
導
体
制
の
強
化
・防
災
情
報
を
付
記
し
た
多
言
語
の
観
光

案
内
標
識
の
整
備
に
取
り
組
み
た
い

一
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一
一
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《
お
知
ら
せ
》

平
成

２８
年

２
月
に

¨
般
質
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

何
か
県
に
対
し
て
質
問
・要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
連
絡

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

各地域にて県政報告下神殿の方々と地域振興局へ陳情・要望


